















“Wie heißen sie, Peter?”
“Berge heißen nicht”, erwiderte dieser.


























































































































































































































































































































































































































































サ ネ ラ ク ハ
…」28）。ここでは、恋人と一緒にいる時間は短く、別れて募る思
いは激しい、と詠うのだが、その激しさの比喩にフジの山麓の「奈流佐波


















































































































































































































































































































ヤ ク モ サ ス
」（430）を辞書でみると、「八雲立





























































































































































































































































































せ の う み
堆」および「石花海





















































































































































































































































































































































































































































































































本論考の語源についての情報はアルプスについては、Dic t ionna i re
géographique de la Suisse，Attinger frères, 1902-1910、6 vols。その他の
地域については、Sylvain Jouty & Hubert Odier: Dictionnaire de la mon-
tagne、 Arthaud、1999などを参照した。
36）折口信夫「水の女」の中の「ふぢはらを名とする聖職」『折口信夫全集』
第2巻、中央公論社、昭和47年　
折口信夫「富士山と女性神の俤と」『折口信夫全集』第16巻、中央公論社、
昭和48年
37）谷川健一「鍛冶屋の母」や「青銅の神の足跡」、谷川健一著作集 第5巻、古
代学篇、三一書房、1985年
乗岡憲正『古代伝承文学の研究』桜楓社、昭和42年、pp.85-86、p.92、p.95
38）柳田國男『神を助けた話』全集12巻（新装版）、筑摩書房、昭和44年、
p.196
39）全集16巻、p.456
40）野本寛一「富士の信仰と文学」、『地方史静岡』第6号（昭和51年11月）、静
岡県立中央図書館、pp.20-39
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41）宮地直一、廣野三郎『淺間神社の歴史』、古今書院、昭和3年（名著出版、
昭和48年）p.514。この神社は、現富士宮市阿幸地434番地に現存する。
42）図1。奈良女子大写真版資料による「興福寺本」。
43）崎山理「ことばを復元する」『三内丸山の世界』、山川出版社、1996年、
p.122
44）柳田國男「武藏野と水」、『定本　柳田國男集』第5巻、筑摩書房、昭和44年、
p.445
45）「弘法水伝承」だけでも、確認されただけで全国に1352編も存在し、推定
では1600は超えるのではないかという。斎藤昭俊『弘法大師信仰と伝説』、
新人物往来社、1984年、河野 忠「弘法水の水文科学的研究」（平成14年度
博士学位請求論文）。
46）山本荘毅「富士山の水文学的研究 ―火山体の水文学序説―」、『地理学評論』
43、1970年、pp.267-284。また、「富士山自然科学研究所」（静岡県富士宮
市万野原新田3293-1）のサイトを参照した。
47）土隆一「富士山の地下水・湧水」『富士山の自然と社会』、2002年、国土交
通省富士砂防事務所、pp. 65-78
48）土隆一　：同上書、p.376
49）宮地直一、廣野三郎『淺間神社の歴史』、古今書院、昭和3年（名著出版、
昭和48年）、p.16
50）図2。井野邊茂雄『富士の信仰』、古今書院、昭和3年（名著出版、昭和48年）、
p.90
51）元慶元年（877年）ごろ成立したと見られる都良香の『富士山記』に「淺間
明神」というコトバが見られることは先に述べたが、宮地直一、廣野三郎、
同上書（昭和3年）によれば、『文徳實録』（879年成立）の仁壽3年7月
（853年）の条に「駿河國淺間神」の記述がある（p.19）。ただし、それを祀
る神社があったのか不明である上に、仮にあったとしてもその場所が記さ
れていない、という。その後、『三代實録』（貞観6年（864年）成立）の記
述には「淺間大神」とあり、その場所は富士郡とまでは記述しているが正
確な位置はやはり知れない。ただ、おそらくこのころに、浅間神社の原型
らしきものができていたのだろう。はっきり、「淺間神社」と神社名で記録
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が見られるのは、延長五年（927年）の『延喜式神名帳』の駿河國の項で
「名神大社」として格付けされている記述が始めてである。このときに、甲
斐國の「名神大社」もおなじく「淺間神社」として名前が見られる。この
ことは、すでに浅間信仰が確立し、富士山とかかかわりなく、神道の一派
として全国にその信仰が広がり始めたことを示す（現在では、「浅間神社」
は全国に約1300社ある）。
52）同上書『淺間神社の歴史』p.28所収の「九条家本延喜式神名帳」の写真版
による。
53）「地」はいうまでもなく、万葉仮名では「ヂ」を表す文字として使用され
ている。吉田東伍は「富知（福知、福地）は「富士の訛言にして、音図に
謂へる横通の例とす」と述べている（『大日本地名辭書』、冨山房、[190-]-
1910年、p.1005）。ちなみに「横通」とは、文字表記が異なるが音は同じ
という意味で、その例として「ワ」と助詞の「ハ」の関係をあげることが
できる。「ジ」と「ヂ」などもある場合には別音だったのは確かだが、別
の時代、別の地域では流用関係（横通）にあったのでないかという趣旨で
あろう。
54）隠蔽されたか、その古形をもっているかもしれない産土神として、静岡県
側には、1）福石
ふくいし
神社（富士郡芝川町大鹿窪438）、2）福石神社（富士宮市
元城町19-2）、3）富知
ふ じ
六所浅間神社（富士市浅間本町5-1）があり、そのほ
か、前出書『淺間神社の歴史』p.510に記載されている江戸時代の文献にあ
るという本宮の攝社として福之宮（淀師村、現在の裾野市）もあったが現
存を確認出来ない。「福之」は「フ（ク）シ」と訓ませたのではないか。また
山梨県側には、4）福地八幡社（富士吉田市下吉田5178）、これは明治以降
に祀られた可能性がたかい、5）冨士守稲荷社、6）福地八幡社がある。4）
は本宮冨士浅間神社摂社だそうだ。また5）と6）は北口本宮冨士浅間神社
（富士吉田市上吉田5558）の境内社である。ただし、これらの詳細に付いて
はまだ調査が不十分である。なお、このデータは各県の神社庁による一覧
から抜き出したもの。
55）国土交通省中部地方整備局砂防部富士砂防事務所（www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/
fuji_info/.../index.html）
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56）注記34を見よ。
57）源順[撰]『和名類聚抄』（大東急本の複製）、20巻、古辞書叢刊刊行会（ 雄
松堂書店）、1973年の「国郡部」による。
58）吉田東伍『大日本地名辭書』（7巻）、冨山房、[190-]-1910年。その他、各自
治体の歴史や地名由来などは以下の辞典を参照にした。
『角川日本地名大辞典』、47巻＋別巻2、角川書店、1978-1991年
『日本歴史地名大系』51巻+総索引、平凡社、1979-2005年
『甲斐國志』、甲斐叢書刊行会、1935-1936年
59）柳田國男『地名の研究』、角川書店、昭和43年、p.119
60）ここから、都留郡を流れる桂川の語源解釈も可能であろう。カツラは葛
かずら
が
転じたもので、カツラの元はツル（蔓葛
つるかずら
＝都留・桂）と考えられるからで
ある。
61）「鶴」の文字が付く造り酒屋や酒の銘柄（土佐鶴、澤の鶴、賀茂鶴など）
が際立って多いのは偶然でないだろう。主な銘柄4500種中、酒名として最
も多く使われている文字の第1位は「鶴」（226種）だそうだ（日本酒造組
合中央会　http://www.japansake.or.jp/）。この場合、「酒は百薬の長」と
いう連想から長命のシンボルとして「鶴」が用いられたと説明されること
が多いが、長寿なら「亀」の名がつく酒のほうが多いはずである。しかし、
「亀」は50位にも入っていない。やはり、この「鶴」は酒造に携わった人
の住む場所に古来水流としての「ツル」が係わっていたことを想定させる。
あるいは、「酒」をあらわす朝鮮語がsul（スル）であり、醸造は渡来人が
その技術をもたらしたことからスル＞ツルの関連があるかもしれない（た
だし、この朝鮮語は日本語では汁（シル）に転訛・転義してしまったが）。
いずれにしても、「流体」に由来することは変わらない。なお酒名で僅差
で第2位につけている「正宗」は歴史上もっとも著名な刀工の名前であり、
また名刀の代名詞でもあるが、これも、ツルを語源とする剣（ツルギ）と
かかわりがあるのは偶然だろうか。
62）図3。筆者によるフジの風景表象の概念図。
63）『日本三代實録』によると、貞観の噴火を鎮めるために、貞観7年（865年）
に甲斐國の八代郡と山梨郡へ二度にわたって勅令がでている。「廿日丁夘、
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令甲斐國於山梨郡致祭淺間明神、一同八代郡」。
64）「富士山の噴火史と異常現象」（防災危機管理課資料）富士市公式サイト
2009年による。
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